
 

 

 
 
第１節 東北地域の電力市場の特徴 

 
特定規模需要家を高圧（500kW 以上とする）／特別高圧、産業用／業務用で分類する

と以下のような構成比になる。 
契約件数について見ると、PPS 事業者にとって最も参入しやすい市場である、特別高

圧業務用の需要家は、関東では 31.8％、全国平均でも 14.9%に達しているのに対して、

東北地域では 6.8%に過ぎない。また、販売電力量について見た場合でも、関東では 22.8％、

全国平均でも 12.6%に達しているのに対して、東北地域では 4.8%である。 
このよう、東北地域は他の地域と比較して PPS 事業者のターゲットとなりやすい特別

高圧業務用電力の需要家が少ないという特徴がある。 
 

図表 72 特定規模需要家の構成比（契約件数ベース） 

34%

13%
26%

47%

20%

36%

15%

6%

7%

32%

2%

20%

31%

44%

42%

14%

52%

24%

21%

36%
26%

7%

26%
20%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全国 北海道 東北 関東 北陸 近畿

需
要

構
成

高圧／業務

高圧／産業

特別高圧／業務

特別高圧／産業

 
（資料）電力需要調査 
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図表 73 特定規模需要家の構成比（販売電力量ベース） 
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（資料）電力需要調査 

 
 
第２節 東北地域における電力小売市場の状況 

 
本調査では、電力小売自由化の影響を把握するため、業務用需要に該当する施設を多く

所有する自治体、大学、病院に絞った需要家の電力調達の状況及び電力自由化に関する認

識についてアンケート調査を実施した。また、電力自由化に関する需要家の認識を詳細に

把握するために、ヒアリング調査も合わせて実施した。 
以下には、上記のアンケート調査、ヒアリング調査の結果を示すとともに、他地域との

比較のために、経済産業省が 2005 年（平成 17 年）12 月に実施した需要家アンケート（以

下｢需要家アンケート｣）の結果との比較も示す。なお、同アンケートは、特定規模需要の

需要家に対して実施したものであり、産業用需要、業務用需要ともに含まれている。 
 
 
１． アンケート調査の概要 

 
アンケート調査は、青森県、秋田県、岩手県、山形県、宮城県、福島県及び新潟県を

対象地区とし、以下の自治体、大学及び病院を抽出して実施した。アンケートの送付件

数、回答数及び回答率を以下に示す。 
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